
被差別少数琉球民族は存在しない 

～デマゴーグとプロパガンダは２１世紀の国際社会には通用しない～ 

 

我那覇 真子 

 

 昨日皆様は、沖縄は紛れもない日本の一部であるにも関わらず、「沖縄県民は日本政府及

び米軍から抑圧される被差別少数民族である」とお聞きになられたと思います。 

それは全くの見当違いです。 

 

私は、沖縄生まれの沖縄育ちですが、日本の一部として私達は世界最高水準の人権と質の高

い教育、福祉、医療、生活を享受しています。人権問題全般もそうですが、日本とその地域

への安全保障に対する脅威である中国が、選挙で選ばれた公人やその支援者に「自分達は先

住少数民族である」と述べさせ沖縄の独立運動を煽動しているのです。 

我々沖縄県民は先住少数民族ではありません。 

どうかプロパガンダ（政治宣伝）を信じないでください。 

石垣市議会議員の砥板芳行氏からのメッセージです。「沖縄県の現知事は無責任にも日本と

アジア太平洋地域の安全保障におけるアメリカ軍基地の役割を無視しています。翁長知事

はこの状況を捻じ曲げて伝えています。中国が東シナ海と南シナ海でみせている深刻な挑

戦行為を知事と国連の皆様が認識をすることが重要です。」 

 

ありがとうございます。 


